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特 集 ： 学 術 リ ボ ジ ト リ っ て 何 だ ？
イ カ さ ん ､ タ コ さ ん の
学 術 リ ポ ジ ト リ Ｑ ＆ Ａ
熊 本 弁 エ デ ィ シ ョ ン
鍵 望 鰯 * 檸 術 ﾘ ﾎ ﾟ ｼ ﾞ ﾄ ﾘ ｣ …
鍵 鰍 し 薊 l L i i r A 鰯 W 鰯
ば れ て お る の じ や が 、 要 す る に 大 学 等 で 生 産 さ れ
た 学 術 成 果 ・ 論 文 を 公 開 す る サ ー バ の こ と じ ゃ
の 。 大 学 等 の 研 究 機 関 で 生 産 さ れ た 様 々 な 学 術 成
果 を 電 子 的 に 収 集 ・ 蓄 積 ・ 保 存 し て 、 そ れ を 学 内
外 に 無 償 で イ ン タ ー ネ ッ ト 上 に 公 開 す る の じ ゃ 。
す な わ ち 大 学 等 に お い て 設 置 さ れ る 学 術 成 果 コ レ
ク シ ョ ン 、 も し く は 学 術 生 産 物 の シ ョ ー ケ ー ス と
呼 べ る も の じ ゃ 。
義 の あ る こ と じ ゃ ｡ ま た 雑 誌 掲 載 論 文 に つ い て も 、
高 価 な 契 約 価 格 を 強 い る 電 子 ジ ャ ー ナ ル の 恩 恵 に
あ ず か ら な い 研 究 者 に と っ て 、 著 者 版 に そ の 多 く
は 限 ら れ る と は い え 、 ほ ぼ 同 一 内 容 の 研 究 成 果 を
入 手 で き る と い う 福 音 と な る も の じ ゃ 。
』
蝿 写 j 纏 力 雛 婆 繍 鯏
e g i s t r y o f O p e n A c c e s s R e p o s i t o r i e ｓ ( 注 1 ） ）
| こ よ っ と 、 世 界 中 で 7 5 4 （ 米 国 2 0 0 、 英 国 7 9 、 ド イ
ツ 6 8 、 ブ ラ ジ ル 4 5 、 カ ナ ダ 3 2 、 日 本 1 9 ） の リ ポ ジ
ト リ が 登 録 さ れ と る と て た い ね 。 日 本 じ ゃ 平 成 １ ７
年 度 に 国 立 情 報 学 研 究 所 の C S l 事 業 と し て 1 9 大 学 、
ま た 1 8 年 度 は こ れ を 含 め た 5 7 大 学 に 事 業 委 託 さ れ
と つ と げ な 。 こ ぎ や ん 急 速 に リ ポ ジ ト リ の 推 進 が
ば か ら る わ け ち ゃ い っ た い 何 だ ろ か ？
蕊 ざ 削 籏 鷺 竺 ? ; 二 菫 に パ
表 さ れ る 学 術 情 報 流 通 の 危 機 と い う 問 題 。
② そ れ に 対 す る 研 究 者 機 関 、 個 人 お よ び 団 体 や
学 会 に よ る オ ー プ ン ア ク セ ス へ の 取 組 み 。
鰈 蝋 湶 鰯 ず つ 掌 … 繧
繁 驍 呈 鞭 i 灘 i j l j 鰹 熟
表 資 料 、 図 書 や そ の 一 部 、 講 義 資 料 等 の 教 材 等 が
考 え ら れ る な 。 フ ァ イ ル 形 式 は テ キ ス ト 、 W O R D 、
H T M L 、 P D F ， P P T や 動 画 等 、 た い て い の も の は 掲
載 可 能 じ ゃ な 。 た だ 、 公 開 後 の 利 用 や 改 変 等 も 考
え る と P D F 形 式 に し て お い た 方 が 無 難 か も し れ ん
な 。 フ ァ イ ル 形 式 の 変 換 に つ い て は 、 附 属 図 書 館
に 相 談 し て も 良 い よ う じ や ぞ 。
』
鍵 離 僻 ｉ 諦 勇 孑 難
や 何 の こ つ ね ？
繁 漉 : 型 ﾐ ÷ i W 菫 N ､ ? Z ; 繍 騨
上 げ 、 研 究 図 書 館 が 購 入 点 数 を 削 減 せ ざ る を 得 な
く な り 、 さ ら に 学 術 ジ ャ ー ナ ル の 価 格 が あ が る と
い う 悪 循 環 に 陥 っ て し ま っ た の じ ゃ 。 特 に こ の 傾
鰻 写 墜 繊 … ﾙ ﾄ 増 …
蕊 ㈱ i j i 蕊 : , １ 基 騏 顧
等 に つ い て リ ポ ジ ト リ シ ス テ ム で 公 開 す る の は 意
２
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向はSTM系（科学、技術、医学）の分野で顕著じ
ゃぞ。日本の大学でも雑誌への支出額が増加して
いるにもかかわらず、購読するタイトル数は激減
するという現象が起こっておる。（1980年代終わ
りに40,000タイトルほどあったものが2000年代に
は20,000タイトル程度と減ってしまつとる。）
(注2）こういう状況は研究者にとっても、自分の
学術成果を発表しても、それを読んでくれる読者
や機会を失ってしまい、従来の商業出版社主導の
学術コミュニケーションが崩壊する危険な状況と
なってきたのじゃ。
いうのは、掲載論文を無償で利用者に提供するも
のじゃ。スウェーデンのルンド大学図書館が管理
するTheDirectoryofOpenAccessJournals
(注4）によれば、このサイトに掲載されているオ
ープンアクセス方式の学術ジャーナルは、現在2,
300誌以上とある。（2006月１０月現在）読者に無料
で配信される「オープンアクセス」方式のジャー
ナルは学術情報流通の一角を占めてきつつあるの
じゃ。しかも最近のトムソン・サイエンティフィ
ックの調査では、引用回数では、オープンアクセ
ス方式の学術ジャーナルのいくつかが高い引用率
（インパクトファクター）を示しておる。（注5）
鍵竪側巍:'鵡冊琶窪アク
襲鬮:鳳麗2……り蘂
①オープンアクセスジャーナルの発行
②セルフアーカイビング
し
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つつあるが、現在でも、商業出版社が発行する伝
統的で権威のある有名な雑誌
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によって学術論文は発表され
ることが多いのう。そこで著
者自身がそれらを含めて自分
の研究成果（発表論文）を、
自分のホームページ上で公開
することがセルフアーカイピ
ングじゃ。ただ、学術雑誌に
投稿した論文の著作権は出版
社に帰属するのが一般的で、
著者といえども自分の論文を
自由にインターネットで発信
することはできなかったのじ
やが、最近では、著者に許諾
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する出版社が増えてきてお
る。このような出版社をGreenPublisher、雑誌
をGreenJournalと呼んでおる。
羅剛さ"｢ｵｰﾌﾞﾝｱｸｾｽｼﾞﾔｰﾅ
繁慨ii蟄孑期…→ﾙヒ
３
東光原Tokogen
羅写騏鯛期麓｢…
蕊,雛｝騏鶇益概雰
ン卜、もしくはポストプリント、もしくはプレプ
リントとポストプリントの両方をセルフアーカイ
ブすることを許諾しておる。ただし、出版社がレ
イアウトした出版社版をそのまま公開すること
は、許可されていないことが多いので、著者の手
元にある最終確定原稿（著者最終版）をアーカイ
ブすることになるのじゃ。
のサーチエンジンで検索できるという点において
は変わりないのじやが、リポジトリに登録する際
にはメタデータ(そのコンテンツに関するデータ。
タイトル、作成者、キーワード、抄録など）を＿
緒に登録するのじゃ。このメタデータをOA,Ｍ{(Ｏ
ｐｅｎＡｒｃｈｉｖｅｓｌｎｉｔｉａｔｉｖｅＰｒｏｔｏｃｏｌforMetadat
aHarvesting）（注8）という国際標準のプロトコ
ルに準じて提供し､国立情報学研究所のJuNii(注9）
やミシガン大学のOAIster(注,｡）などの、全国規
模、世界規模のリポジトリにハーベストしてもら
うことによって、ここからも他機関のリポジトリ
データと一元的に検索可能となり、アクセスされ
る機会を増やすことができるのじゃ。
羅乎J鰯鰯塁:ﾘﾎﾟｼﾞﾄﾘの〆
（タコさん）登録し公開することによって、G
oogle等のサーチエンジンから検索しアク
セスされることとなり、可視`性（Visibility）を
飛躍的に高めることができるのじゃ。物理学分野
では、オープンアクセスにした論文がそうでない
論文の約5.6倍多く引用されたという統計結果が
報告されたほどじゃ。（注7）
また、散逸しがちな電子的な知的生産物を一
元的に確実に蓄積、保存して後世に責任を持って
継承していくことができるという利点もあるの
お。
さらに大学としても、教育研究成果を公開して
いくことによって、社会に対する説明責任を果た
すと共に、先進的研究成果を迅速に公開すること
で、大学の知名度やブランドイメージを高め、知
の創造と発信という大学の使命を果たすことを側
面から支えることができるのじゃ。
鍵､,…個人や研究室のﾎｰﾑﾍﾞｰｼ
で公開すっとと、大学のリポジトリに登録すっと
翼'震#'難…ﾝﾀｰﾈｯﾄ
』
鰻鯰:齢掌繍ﾘﾎﾟｼﾞﾄﾘに繪
蕊鰯催億鳴冨i蔦遮鰯畠
するコンテンツの作成に関与した人でなければな
らん。また、複数の著作権者がいる場合には、自
分以外の著作権者から許諾をとっておく必要があ
るのお。
鍵囮(ｨ…どぎやんして登録ずつと？
繁紫;鰯:濟鷺淫露
すると、そこには上のほうに｢論文の投稿・確認」
というリンクがある。そこからログインするとオ
ンラインで投稿できるのじゃ。ログインについて
は熊本大学統合認証を利用しているのでSOSEKI等
と同じID、パスワードを利用するのじゃ。論文原
稿もここからアップロードできる。他には、メー
ル等で図書館あてに論文原稿とその論文に関する
情報（タイトル、著者名、掲載誌等）を送れば図
書館側でメタデータを作成して代行登録するとい
うことじゃぞ。その際はこれも様式がリポジトリ
』
４
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のホームページにある「電子化のための申請書」
に署名して提出するということじゃ。（注Ⅱ）
ること、保存や利用の便宜のため複製・媒体変換
することを附属図書館に無償で許諾することは必
要じゃ。
鍵騏jwi:iii鰯ii蹴りに。
繁鯖笘禰：畷誰雪冤
を複製してリポジトリのサーバに格納すること、
ネットワークを通じて不特定多数に無料で公開す
登録希望、ご不明な点、ご質問等があれば、附
属図書館電子情報担当までお気軽に問い合わせく
ださい。
（内線2224、denjo@lihkumamoto-u､ａｃ・ｊｐ）
＜注＞
１）RegistryofOpenAccessRepositoriｅｓ〈http://archives,eprintsorg/＞
２）日本学術会議情報学研究連絡委員会学術文献情報専門委員会「電子的学術定期出版物の収集体制の確立に関する緊
急の提言」２０００．６．２６〈http://www・ＳＣＪ・ｇｏ・ｊｐ/ja/info/kohyo/l7htm/17-44.html＞
３）BOAＩ（BudapestOpenAccesslmtiative）は、オープンアクセス実現のためにこの２つの戦略があることを明確に
提示して、その後の議論に多大な影響を与えました。〈http://www・soros・org/openaccess/readshtml＞
４）DOAＪ〈http://www､doajorg/＞
５）LilaGuterman，”ThePromiseandPerilof，OpenAccess，”，TheChronicleofHigherEducation，January24，
2004,ｐＡ１０．
６）JournalPolicies-Self-ArchivingPolicybyJournal〈http://romeo・eprintsorg/＞
SHERPA/RoMEO：Publishercopyrightpolicies＆self-archiving〈http://www・ｓｈｅｒｐａａｃｕｋ/romeo,php?all=yes＞
７）StevanHarnad，TimBrody,”ComparmgthelmpactofOpenAccess（OA）ｖｓ．Ｎon-OAArticlesintheSame
Journals"，〈http://www・dliborg/dlib/juneO4/harnad/O6harnad､html＞
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